
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

木
の
杖
術
は
、
都
賀
町
木
の
人
々

に
よ
っ
て
長
い
間
伝
え
ら
れ
て
き
た

小
天
狗
流
を
名
乗
る
杖
術
で
、
木
八

幡
宮
の
秋
の
祭
礼
で
２
年
に
１
度
奉

納
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
杖
術
は
、

農
民
の
間
に
自
営
の
武
術
と
し
て
伝

わ
り
、
そ
れ
が
な
か
ば
芸
能
化
し
た

も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
土
俵
上

で
48
手
の
型
を
演
じ
る
と
こ
ろ
に
特

色
が
あ
り
、
県
指
定
無
形
民
俗
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

所
在
地 

栃
木
市
都
賀
町
木
地
内 

（
木
八
幡
宮
）

日 

時 

10
月
21
日
(日)
午
前
11
時 

問
合
せ 

栃
木
市
教
育
委
員
会
事
務

局
文
化
課
℡
(21)
２
７
４
２

   

岩
船
山
山
頂
の
高
勝
寺
は
奈
良
時

代
後
期
の
開
山
で
、
山
門
（
仁
王
門
）

は
江
戸
時
代
中
期
の
寛
保
２
年
（
１

７
４
２
年
）
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で

す
。
山
門
は
、
三
間
一
戸
の
入
母
屋

造
、
銅
版
柿
葺
き
の
楼
門
（
２
階
建

て
で
上
部
に
屋
根
を
持
つ
門
）
で
す
。

高
さ
約
13
ｍ
、
幅
約
９
ｍ
、
奥
行
き

約
5.3
ｍ
、
大
き
さ
で
は
県
内
一
の
規

模
で
、
県
指
定
有
形
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。 

所
在
地 

岩
舟
町
大
字
静
３
番
地 

           

駐
車
場 

あ
り 

問
合
せ 

岩
船
山
高
勝
寺 

℡
(55)
２
０
１
４

？？
出出  かか  けけ てて

みみ  まま  せせ んんかか

 
表紙の写真：とちぎ秋まつり 

11 月９日(金)～11 日(日)までの３日

間、栃木市の蔵の街大通り周辺では、とち

ぎ秋まつりが開催されます。江戸・明治に

作られた人形山車（だし）が、蔵の街を  

 
華やかに練り歩きます。 
場 所 蔵の街大通り周辺 

（栃木市万町、倭町地内）

問合せ 栃木市観光協会℡25－2356 

境内に作られた土俵の上で、棒と棒、棒

と太刀の渡り合いの演技が行われます。 

高勝寺山門 

木の杖術

(木八幡宮)

高

勝

寺

山

門 

い

り

も

や

こ
け
ら

ろ
う
も
ん

２０１２．９  №４ 10 

表参道の約６ ００段の石段を上った山腹

にあります。 

お
詫
び 
前
号
の
記
事
に
お
い
て
、
鉄
造
薬
師
如
来
坐
像
の

写
真
が
左
右
反
転
し
た
状
態
の
掲
載
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
住
民
の
皆
様
な
ら
び
に
関
係
各
位
に
ご
迷
惑
を
お
掛

け
し
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

き

し
ず
か

よろずちょう  やまとちょう  

 

木

の

杖

術 
 

き 
 

 
 

 
 

 

じ
ょ
う
じ
ゅ
つ 

 

こ

う

し

ょ

う

じ 

さ

ん

も

ん 




